
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ラ
ム 

逗
子 

太
郎 

イ
ラ
ス
ト 

逗
子 

し
ず
お 

 逗
子
の
景
観
ま
ち
づ
く
り 

瓦
版 

第
五
十
五
号 

二
四
九
‐
八
六
八
六 

逗
子
市
逗
子
五
丁
目
二
番
十
六
号 

 
 

 

「
逗
子
市
ま
ち
づ
く
り
景
観
課 

瓦
版
係
」 

電
話 

 
 

 

〇
四
六
‐
八
七
三
‐
一
一
一
一 

フ
ァ
ッ
ク
ス 

〇
四
六
‐
八
七
三
‐
四
五
二
〇 

m
ach

i@
city

.zu
sh

i.k
an

ag
aw

a.jp
 

 
 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
五
日 

次
号
は
七
月
発
行
予
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逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
景
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協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

を
心
掛
け
、
公
園
内
に
清
掃
道
具
を
置
い
て
い
つ
で
も

ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
蘆
花

公
園
と
の
出
会
い
は
随
分
前
に
な
る
。
逗
子
に
転
居
先

を
求
め
て
い
た
頃
に
近
所
の
公
園
と
し
て
案
内
さ
れ

た
の
が
最
初
だ
っ
た
。
遊
具
や
花
壇
な
ど
全
く
無
く
、

草
は
伸
び
放
題
、
桜
の
木
は
五
〜
六
本
は
あ
る
が
、
都

内
在
住
者
か
ら
す
る
と
公
園
と
言
う
よ
り
広
い
空
地

と
い
う
印
象
だ
っ
た
。
冷
た
い
石
の
ベ
ン
チ
に
家
族
四

人
、
草
の
伸
び
た
地
面
と
開
け
た
空
を
見
な
が
ら
、
な

ん
と
な
く
不
安
を
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

 

そ
の
後
何
年
か
し
て
我
が
家
に
子
犬
が
来
て
か
ら

は
最
初
感
じ
た
不
安
も
忘
れ
、
毎
朝
の
当
た
り
前
の
場

所
で
あ
り
、
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
大
好
き
な
場
所
に

な
っ
た
。
今
で
は
子
犬
も
世
代
が
替
わ
っ
た
け
ど
、
蘆

花
公
園
は
変
わ
ら
な
い
。 

 

何
も
無
い
け
ど
、
そ
こ
に
は
何
で
も
あ
る
。
そ
れ
こ

そ
が
蘆
花
公
園
だ
と
思
う
。 

 

蘆
花
美
利
維
倶
楽
部
も
早
三
年
。
こ
れ
か
ら
は
清
掃

や
草
刈
だ
け
で
は
な
く
、
何
か
し
ら
面
白
い
事
を
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
落
葉
で
腐
葉
土
を
作

り
近
所
の
方
へ
配
る
と
か
、
折
れ
た
枝
で
薪
を
作
る
の

は
簡
単
そ
う
だ
。
さ
ら
に
、
梅
の
古
木
か
ら
梅
酒
を
作

る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
春
に
は
桜
の
下
で
※

野
点
（
の

だ
て
）
な
ん
か
も
良
い
か
も
知
れ
な
い
。 

「
蘆
花
美
利
維
倶
楽
部
」 

 

 

三
年
ほ
ど
前
に
、
妻
と
二
人
で
蘆
花
美
利
維
倶
楽

部
（
ろ
か
び
り
い
く
ら
ぶ
）
と
い
う
団
体
を
立
ち
上

げ
た
。
往
年
の
ロ
カ
ビ
リ
ー
の
愛
好
団
体
で
は
無
く
、

桜
山
八
丁
目
に
あ
る
蘆
花
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
だ
。
大
掛
か
り
な
活
動
よ
り
も
日
々
の
行
動

 

近
所
の
皆
さ
ん
に
も
身
近
な
公
園
と
し
て
の
親
し

み
と
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
自
信
と
、
自
分
の
場

所
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
育
て

て
行
け
た
ら
と
思
う
。
そ
こ
に
は
何
で
も
あ
る
の
だ
か

ら
。 

文 

渡
辺 

清
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「池子の森の沼から何か出てきそうな日」 絵 後藤敦史 

 

「逗子の海から何か出てきそうな日」 絵 後藤敦史         

 

 

※
野
外
で
お
茶
を
た
て
る
こ
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瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

景観資産の春 

子どもたちと景観 - 逗子中学校・逗子高校で景観授業 

逗子の美しい景観を次世代へつないでいくために、景観とは何か、逗子の景観の特徴とは何かを子どもたちに考え

てもらう授業を行っています。人が景色や風景を見て、「きれいだな」「気持ちが良いな」など様々な感情を持つのが

景観です。子どもたちも無意識のうちに「逗子の景観」のイメージを持っています。それぞれが抱く逗子の景観イメ

ージに意識を持ってもらい、改めて逗子の景観を守り育てていってもらえたらと思っています。平成 28 年度では、

逗子中学校と逗子高校でそれぞれ景観に関する授業を行いましたので、ご紹介します。 

 逗子のすてきを認定した逗子市景観資産。春は花々が普段の逗子の景観を華やかに

彩ってくれています。まちあるきには最適なこの季節、ゆっくり巡ってみませんか。 

 

逗子市 HPやフェイスブックも見てね！ 

   

逗子の景観を考える vol.19 

 

 

逗子高校 

 

※左 逗子ハイランドの桜並木 

 中 披露山公園の展望台と桜 

 右 仲町橋と桜 

まちなみデザイン逗子 

自分でより心地よいまちなみをつくる

ヒント集です。気軽に自宅の周りをデ

ザインしませんか？ まちづくり課の

窓口等で配布しています!! 

 

逗子高校では、1 月に行われる１年生の総合学習の時間に、

建築士や大学講師として活躍されている日高仁氏による、景

観ワークショップ「まちなみデザイン 模型をつくろう」講

座を開催しました。テーマは「たのしい通学路のあるまち」。

神武寺駅から逗子高校までの通学路となっている住宅街の一

角を 50分の1 のサイズの模型にし、与えられた敷地に自宅

や店舗を建て、通りを行き交う人々を楽しませる工夫を外構

に表現しました。 

「隣の人とか近所の人のこととかを考えつつ、自分の土地

を有効活用できる方法を考えるのがとても難しかった」「自分

達がいつも通る道を色々変えてみるのは楽しかった」と、美

しい街並みを生み出す工夫を考える機会になりました。 

 

逗子中学校では、美術の時間に景観学習を設けてもらいま

した。逗子市内の中学１年生は、12 月に学年行事として横

浜巡りをします。それに関連し、横浜と逗子の景観について

比較してもらい、逗子に似合う広告物をデザインしてもらい

ました。11 月初旬、まちづくり課から逗子の魅力ある景観

を紹介しました。「逗子の景観てどんなかな？」を考えた後

は横浜巡り。みなとみらいや山手、中華街の街並みの違いを

見ながら、看板も場所によって違う事に気づき、どれがステ

キかな？どれが逗子に似合うかな？を発表しました。 

その後、美術で習得するレタリング（デザイン文字）を使

い、自分の好きな逗子の場所に似合う看板を制作しました。

逗子は自然が多いため、自然を意識したデザインや配色が見

られました。どれも素晴らしい作品です。 

  

 

 

逗子中学校 


